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概要 

大脇淳（桜美林大学）、速水将人(北海道立総合研究機構)、榊原正宗（兵庫県立大学大学院）、中濵直之 (現所属：
大阪公立大学、旧所属：兵庫県立大学 兼 兵庫県立人と自然の博物館)らの研究グループは、防風林を伐採・植林し
てから何年まで草原性の植物やチョウ類の生息地として機能しうるかを明らかにしました。 

植林の伐採地は一時的に草原性生物の生息地になりうることが知られていますが、草原性生物の生息地として何年
持続しうるのか詳細な年数は不明なままでした。本研究では、伐採後に植林して 2～12年が経過した若い植林地で開
花植物とチョウ類を調査しました。その結果、草原性チョウ類や開花植物の多様性は伐採後 6 年までは高いが、それ
以降は急速に減少すること、絶滅危惧の草原性チョウ類も植林後 6 年までの若い植林地を利用することを解明しまし
た。 

本研究は、定期的に植え替えられる防風林において、草原性生物を保全する具体的な管理手法の構築に貢献する重
要な成果です。草原性生物は、近年の草原の減少と関連して急速に姿を消しつつあります。植林後 6 年が経つ前に、
植え替えられた若い防風林の周辺に新たな伐採地を作ることで、防風林としての本来の機能を維持しつつ、防風林景
観において草原性植物やチョウ類を持続的に保全できることが期待されます。本研究成果は、2026年 1 月 19 日、国
際誌「European Journal of Entomology」に掲載されました。 

図 1 本論文の概略図．若い防風林は草原性の植物やチョウ類の生息地として機能．イラストは森林業漫画家の平田美紗子氏． 

北海道十勝地域の防風林では、植林後 2～6年の若齢林が 
絶滅危惧種を含む草原性チョウ類や多様な開花植物の生息環境として 

機能することを解明 
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1．背景 

20 世紀以降、人の生活様式の変化にともなう草原面積の著しい減少により、草原性生物は急速に減少し、多くの
生物が国や都道府県の絶滅危惧種として記載される状況になっています。このような中、近年では植林の伐採地、防
火帯、送電線下の草地、スキー場などが草原性生物の生息地として注目されつつあります。植林の伐採地の場合、伐
採後に再び木を植えるため、草原性生物の生息地としては一時的にしか機能しません。しかし、植林後何年間は草原
性生物の生息地として機能するのか、詳細な年数はこれまで不明でした。 

北海道十勝地域の広大な農業景観には、列状または格子状に植えられた防風林（その大部分は植林）が存在しま
す。大きな枯れ枝が畑や道路に落ちることを避けるために、防風林は定期的に伐採されて植え替えられます。また、
この景観には絶滅危惧の草原性チョウ類も生息することが知られています。このような特徴により、北海道十勝地域
の防風林は、植林後何年まで草原性生物の生息地として機能するか調査する上で理想的な環境です。また、この防風
林景観で絶滅危惧の草原性チョウ類を保全するためにも、絶滅危惧のチョウ類は防風林の若い植林地を利用するの
か、するのであれば植林後何年まで利用するのかを明らかにする必要があります。 

本研究では、草原性チョウ類や開花植物の多様性および絶滅危惧の草原性チョウ類の個体数は植林後何年まで高く
維持されるのか、詳細な持続年数を解明することを目的としました。また、様々な環境変数も計測し、林齢か環境変
数のどちらが植物やチョウを説明するか評価しました。 

 

2．方法 

北海道十勝地域の植林後 2～12 年（2 年×2 地点、3 年、5年×2 地点、6 年、9 年、12年）の 8 か所の若い植林
地に 30 m の調査ルートを設置し、5 月と 8 月にそれぞれ 1 回ずつ調査しました（図 1）。調査では、虫媒花の種と花
序数、チョウの種と個体数をカウントしました。また、環境変数として、植えられた木の樹高、開空度、草丈、土壌
湿度も計測しました。なお、土壌湿度は地点間でほとんど違いがなかったため、解析には使っていません。 

 
3．結果 

植物、チョウともに、種数や個体数（植物の場合は花序数）は林齢の増加とともに減少しました。虫媒花の開花数
は植林後 5 年目以降に大きく減少しましたが、チョウの種数、個体数は 6 年目までは高く維持され、9 年目以降は著
しく減少しました。チョウでは草原性の絶滅危惧種も複数観察されました。いずれも 6年目までは観察されました
が、9 年目以降は観察されませんでした。林齢か環境変数のどちらが植物やチョウの種数・個体数、絶滅危惧の 2 種
のチョウの個体数を説明するか評価したところ、全てのケースで林齢のみのモデルの方が環境変数のみのモデルより
適合度の高いモデルが得られました。 

 
4．今後の展望 

本研究より、防風林では植林後 2～6 年は絶滅危惧種を含む草原性チョウ類や植物の生息地となりうるが、9 年目
以降は生息環境として機能しなくなることが明らかになりました。したがって、防風林景観で絶滅危惧種を含む草原
性のチョウ類や植物を保全するためには、植林後 6 年経つ前にチョウの移動距離の範囲内に伐採地を作る必要があり
ます。この知見は、防風林景観で草原性生物を保全するためにはどこをどのように植え替えればよいか、景観スケー
ルでの防風林管理計画を構築する際の重要な指針になります。 

また、植物やチョウの多様性は環境変数を測らなくても林齢のみでほぼ判断できるという結果は、林業管理者が生
物多様性を考慮した管理計画を構築する上で有用と考えられます。環境変数の計測は手間がかかりますが、林齢のみ
に基づいて防風林の管理計画を立てることができれば、林班図に基づいて省力的に管理計画を構築できると期待され
ます。 

本研究では、北海道十勝地域の防風林で最もよく植えられるカラマツ植林のみを対象としました。しかし、アカエ
ゾマツが植えられることも少なくありません。樹種によって成長速度が異なるので、樹種によって草原としての持続
年数は異なる可能性があります。また、植林後 7～8 年の植林地を調査できなかったため、この間の林齢の状況は不
明です。さらに、若い植林地でも植生やチョウ群集にはバラツキがありました。今後、これらの点を解明することに
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よって、防風林の機能と生物多様性を両立させる、より詳細な防風林管理計画の立案が可能になると考えられます。 

＜研究プロジェクトについて＞ 

本研究は、プロ・ナトゥーラ・ファンド第 33 期、北海道立総合研究機構、日本学術振興会科学研究費補助金基盤
B（課題番号 21H02221/23K21209）の助成を受けました。 
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図 2 調査地の風景．a, 2年目の植林地; b, 5年目の植林地; c, 9年目の植林地; d, 6年目の植林地で交尾する準絶滅危惧種ゴマシジミ
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＜論文情報＞ 

【タイトル】 
Clearcut areas aged 2-6 years in shelterbelts support high diversity of butterflies and flowering plants, 
including endangered grassland butterflies, in the Tokachi District of Hokkaido, northern Japan 
タイトル和訳｜十勝地域の防風林における 2～6年の伐採地は草原性絶滅危惧種を含むチョウ類と開花植
物の高い多様性を保持する 
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